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平成28年3月10日◇国頭村議会だより【第100号】 12

　平成３年５月に国頭村議会だよりを発行し、今回で節目となる第１００号を発行する
ことができました。議会の諸活動、諸議案、議員の一般質問、村行政の予算執行状況等
が記載されています。これまで多くの議会広報委員・職員や村民が係わった大切な議会
広報誌です。議会だよりは、村内各世帯・村の主な事業所・北部１１市町村議会・お隣

り鹿児島県与論町議会へも送付されています。
　村民が読みやすく、わかりやすい、広く親しんでいただける
よう広報誌作りに益々努力して参ります。

広報委員長　宮城　誠
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　村議会は3月、6月、9月、12月と年4回の定例議会が開催されます。村民多くの
方がご来場いただき、傍聴くださいますようお知らせします。

議会傍聴へのおさそい
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平成28年3月10日◇国頭村議会だより【第100号】 2平成28年3月10日 ◇国頭村議会だより【第100号】3

　平成２７年第７回（１２月）国頭村議会定例会は、１２月１１日から１２月１８日までの８日間で開催された。 
本定例会に提案された議案は、平成２７年一般会計等補正予算３件、条例改正等８件、契約５件、報告２件、
決議２件、一般質問は６名の議員が質問された。以下審議の結果は次のとおりです。

　平成２８年第１回（１月）国頭村議会臨時会は、１月１９日の１日間で開催され、平成２７年度一般会計補
正予算（第4号）と備品購入事業１件、工事請負契約変更１件及び専決処分の承認１件が提出された。

議 案 第 原案可決
（全会一致）

平成２７年度国頭村一般会計補正予算
（第３号）

歳入歳出それぞれ３２３，５８５千円を追加し、
６，８３４，１６５千円と定める。48号

議 案 第 原案可決
（全会一致）

平成２７年度国頭村簡易水道特別会計補正予
算（第２号）

歳入歳出それぞれ１，３４６千円を追加し、
３７７，２０６千円と定める。50号

議 案 第 原案可決
（全会一致）

平成２７年度国頭村国民健康保険特別会計補
正予算（第１号）

歳入歳出それぞれ４７，２１８千円を追加し、
１，００４，１５１千円と定める。49号

議 案 第 原案可決
（全会一致）国頭村ふるさとづくり応援寄附条例の制定 ふるさと納税業務の適切な運営のため、本条例を制定51号

議 案 第 原案可決
（全会一致）国頭村個人番号の利用等に関する条例の制定 行政手続きにおける特定個人を識別するための番号

利用等に関する法律の施行に伴なう条例の制定52号

議 案 第 原案可決
（全会一致）国頭村税条例の一部改正 地方税法及び地方税法施行令の改正に伴う国頭村税

条例の一部改正53号

報 告 受 理教育に関する事務の管理及び執行の状況報告 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７条
の規定による報告14号

議 案 第 原案可決
（全会一致）国頭村国民健康保険税条例の一部改正 国民健康保険事業の安定的運用を図るため、条例の一

部改正54号

議 案 第 原案可決
（全会一致）

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の
一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の
整理等に関する条例

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改
正に伴なう関係条例の一部改正56号

議 案 第 原案可決
（全会一致）

やんばる学びの森の設置及び管理に関する条
例の一部改正

宿泊予約のネット販売及びクレジット支払い手数料
の増に伴う宿泊室料金を見直しするため、条例の一部
改正

55号

議 案 第 原案可決
（全会一致）

教育長の勤務時間その他の勤務条件に関する
条例の制定

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を
改正する法律が施行されたことに伴ない、教育長の勤
務時間その他の勤務条件に関する条例の制定

58号

議 案 第 原案可決
（全会一致）

教育長の職務に専念する義務の特例に関する
条例の制定

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を
改正する法律が施行されたことに伴ない、教育長の職
務に専念する義務の特例に関する条例の制定

57号

議 案 第 原案可決
（全会一致）

やんばる３村観光連携拠点施設機械設備工事
請負契約

①契約の目的　　やんばる３村観光連携拠点施設
　　　　　　　　機械設備工事　
②契約の方法　　指名競争入札
③契約金額　　　８１，０００，０００円
④契約の相手方　（有）浦崎建設
　　　　　　　　代表取締役　浦崎　家安

59号

議 案 第 原案可決
（全会一致）電気計装設備工事請負契約の変更

①変更前の契約金額　　２１６，０００，０００円
②今回変更による増額　２０，１９０，０００円
③変更後の契約金額　　２３６，１９０，０００円　
④契約の相手方　　　　（有）沖縄小堀電機
　　　　　　　　　　　代表取締役　宇根　良彦

60号

報 告 受 理議会の委任による専決処分の報告
辺野喜楚洲線中の橋橋梁架替工事請負契約変更 
今回変更による増額　３，００２，４００円
変更後の契約金額　７１，１５０，４００円
（有）のうけん　代表取締役　大嶺通邦

13号

議 案 第 原案可決
（全会一致）

安波福地線安波大橋橋梁補修工事請負契約
の変更

①変更前契約金額　　　４９，２２６，４００円
②今回変更による増額　７，４３３，６４０円　
③変更後の契約金額　　５６，６６０，０４０円
④契約の相手方　　　　（有）北勝建設
　　　　　　　　　　　代表取締役　新里　勝則

61号

決議案第 可 決
（全会一致）議員派遣の件 沖縄県町村議会議長会主催の広報委員研修会へ参加

のため11号

決議案第 可 決
（全会一致）議員派遣の件 沖縄県町村議会議長会主催の議員・職員研修会へ参加

のため12号

議 案 第 原案可決
（全会一致）国頭村立診療所備品の取得

①取得の目的　　国頭村立診療所備品購入
②取得数量　　　Ｘ線一般撮影装置・超音波画像診断
　　　　　　　　装置各一式
③取得金額　　　１０，４７６，０００円
④契約の相手方　（株）琉球光和
　　　　　　　　代表取締役社長　奏　一

63号

議 案 第 原案可決
（全会一致）国頭村一般会計補正予算（第4号） 歳入歳出それぞれ１９，８５３千円を追加し、

６，８５４，０１８千円と定める。1号

議 案 第 原案可決
（全会一致）

辺土名川河川整備工事（Ｈ２７）請負契約の
変更

①契約の目的　　　設計変更に伴う契約金額の変更
②契約の方法　　　指名競争入札
③変更前契約金額　１０４，９２８，４８０円
④変更契約額　　　９，５８１，７６０円の増額
⑤契約の相手方　　（有）北勝建設
　　　　　　　　　代表取締役　新里　勝則

3号

議 案 第 原案可決
（全会一致）

ウエイトリフティングトレーニング機材の
取得

①取得の目的　　ウエイトリフティング
　　　　　　　　トレーニング機材の購入
②取得　数量　　トレーニング機材一式
③取得　金額　　３６，６０６，６００円
④契約の相手方　辺土名スポーツ
　　　　　　　　代表者　比嘉　三浩

2号

議 案 第 原案可決
（全会一致）専決処分の承認（国頭村税条例の一部改正）

地方税法の一部を改正する法律及び地方税法施行令
の一部を改正する政令が公布され、行政手続きにお
ける特定の個人を識別するための番号の利用等に関
する法律の施行に伴い国頭村税条例の一部を改正す
る必要がある。

4号

議案番号 結　果件　　名 議　案　等　の　概　要　

議 案 第 原案可決
（全会一致）

国頭村集出荷場プレハブ冷蔵庫・発電機の
取得

①取得の目的　　国頭村集出荷場プレハブ冷蔵庫等
　　　　　　　　備品購入事業（特定防衛施設周辺整
　　　　　　　　備調整交付金）
②取得数量　　　プレハブ冷蔵庫２台、発電機１台
③取得金額　　　１０，２６０，０００円
④契約の相手方　アゲダ空調食品設備（株）
　　　　　　　　代表取締役　伊波　昇巡

62号

議案番号 結　果件　　名 議　案　等　の　概　要　

平成２７年第７回（１２月）国頭村議会定例会

平成２８年第１回（1月）国頭村議会臨時会

　平成２８年第２回（２月）国頭村議会臨時会は、２月１６日の１日間で開催され、安波船溜まり施設整備工
事請負契約外１件が提出された。

議 案 第 原案可決
（全会一致）財産の取得

（国頭村幼保連携型総合施設整備事業）

①取得の目的　　国頭村幼保連携型総合施設
　　　　　　　　用地の購入　　　　　　　　　　
　
②取得　面積　　１３，８３１平方メートル
③取得　金額　　７３，３０４，３００円
④取得　箇所　　辺土名地内（20筆）

6号

議 案 第 原案可決
（全会一致）安波船溜まり施設整備工事請負契約

①契約の目的　　安波船溜まり施設整備工事　　　
　　　　　　　　　　
②契約の方法　　指名競争入札
③契約金額　　　２０３，０８６，４４０円
④契約の相手方　大同建設（株）、（有）前田組
　　　　　　　　特定建設工事共同企業体
　　　　　　　　代表者　大同建設（株）
　　　　　　　　代表取締役 大嶺英治

5号

議案番号 結　果件　　名 議　案　等　の　概　要　

平成２８年第２回（２月）国頭村議会臨時会

ふるさと納税の適切運営に関する条例を制定
村立診療所の医療機器（レントゲン・エコー設備）購入を可決



平成28年3月10日◇国頭村議会だより【第100号】 2平成28年3月10日 ◇国頭村議会だより【第100号】3

　平成２７年第７回（１２月）国頭村議会定例会は、１２月１１日から１２月１８日までの８日間で開催された。 
本定例会に提案された議案は、平成２７年一般会計等補正予算３件、条例改正等８件、契約５件、報告２件、
決議２件、一般質問は６名の議員が質問された。以下審議の結果は次のとおりです。

　平成２８年第１回（１月）国頭村議会臨時会は、１月１９日の１日間で開催され、平成２７年度一般会計補
正予算（第4号）と備品購入事業１件、工事請負契約変更１件及び専決処分の承認１件が提出された。

議 案 第 原案可決
（全会一致）

平成２７年度国頭村一般会計補正予算
（第３号）

歳入歳出それぞれ３２３，５８５千円を追加し、
６，８３４，１６５千円と定める。48号

議 案 第 原案可決
（全会一致）

平成２７年度国頭村簡易水道特別会計補正予
算（第２号）

歳入歳出それぞれ１，３４６千円を追加し、
３７７，２０６千円と定める。50号

議 案 第 原案可決
（全会一致）

平成２７年度国頭村国民健康保険特別会計補
正予算（第１号）

歳入歳出それぞれ４７，２１８千円を追加し、
１，００４，１５１千円と定める。49号

議 案 第 原案可決
（全会一致）国頭村ふるさとづくり応援寄附条例の制定 ふるさと納税業務の適切な運営のため、本条例を制定51号

議 案 第 原案可決
（全会一致）国頭村個人番号の利用等に関する条例の制定 行政手続きにおける特定個人を識別するための番号

利用等に関する法律の施行に伴なう条例の制定52号

議 案 第 原案可決
（全会一致）国頭村税条例の一部改正 地方税法及び地方税法施行令の改正に伴う国頭村税

条例の一部改正53号

報 告 受 理教育に関する事務の管理及び執行の状況報告 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７条
の規定による報告14号

議 案 第 原案可決
（全会一致）国頭村国民健康保険税条例の一部改正 国民健康保険事業の安定的運用を図るため、条例の一

部改正54号

議 案 第 原案可決
（全会一致）

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の
一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の
整理等に関する条例

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改
正に伴なう関係条例の一部改正56号

議 案 第 原案可決
（全会一致）

やんばる学びの森の設置及び管理に関する条
例の一部改正

宿泊予約のネット販売及びクレジット支払い手数料
の増に伴う宿泊室料金を見直しするため、条例の一部
改正

55号

議 案 第 原案可決
（全会一致）

教育長の勤務時間その他の勤務条件に関する
条例の制定

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を
改正する法律が施行されたことに伴ない、教育長の勤
務時間その他の勤務条件に関する条例の制定

58号

議 案 第 原案可決
（全会一致）

教育長の職務に専念する義務の特例に関する
条例の制定

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を
改正する法律が施行されたことに伴ない、教育長の職
務に専念する義務の特例に関する条例の制定

57号

議 案 第 原案可決
（全会一致）

やんばる３村観光連携拠点施設機械設備工事
請負契約

①契約の目的　　やんばる３村観光連携拠点施設
　　　　　　　　機械設備工事　
②契約の方法　　指名競争入札
③契約金額　　　８１，０００，０００円
④契約の相手方　（有）浦崎建設
　　　　　　　　代表取締役　浦崎　家安

59号

議 案 第 原案可決
（全会一致）電気計装設備工事請負契約の変更

①変更前の契約金額　　２１６，０００，０００円
②今回変更による増額　２０，１９０，０００円
③変更後の契約金額　　２３６，１９０，０００円　
④契約の相手方　　　　（有）沖縄小堀電機
　　　　　　　　　　　代表取締役　宇根　良彦

60号

報 告 受 理議会の委任による専決処分の報告
辺野喜楚洲線中の橋橋梁架替工事請負契約変更 
今回変更による増額　３，００２，４００円
変更後の契約金額　７１，１５０，４００円
（有）のうけん　代表取締役　大嶺通邦

13号

議 案 第 原案可決
（全会一致）

安波福地線安波大橋橋梁補修工事請負契約
の変更

①変更前契約金額　　　４９，２２６，４００円
②今回変更による増額　７，４３３，６４０円　
③変更後の契約金額　　５６，６６０，０４０円
④契約の相手方　　　　（有）北勝建設
　　　　　　　　　　　代表取締役　新里　勝則

61号

決議案第 可 決
（全会一致）議員派遣の件 沖縄県町村議会議長会主催の広報委員研修会へ参加

のため11号

決議案第 可 決
（全会一致）議員派遣の件 沖縄県町村議会議長会主催の議員・職員研修会へ参加

のため12号

議 案 第 原案可決
（全会一致）国頭村立診療所備品の取得

①取得の目的　　国頭村立診療所備品購入
②取得数量　　　Ｘ線一般撮影装置・超音波画像診断
　　　　　　　　装置各一式
③取得金額　　　１０，４７６，０００円
④契約の相手方　（株）琉球光和
　　　　　　　　代表取締役社長　奏　一

63号

議 案 第 原案可決
（全会一致）国頭村一般会計補正予算（第4号） 歳入歳出それぞれ１９，８５３千円を追加し、

６，８５４，０１８千円と定める。1号

議 案 第 原案可決
（全会一致）

辺土名川河川整備工事（Ｈ２７）請負契約の
変更

①契約の目的　　　設計変更に伴う契約金額の変更
②契約の方法　　　指名競争入札
③変更前契約金額　１０４，９２８，４８０円
④変更契約額　　　９，５８１，７６０円の増額
⑤契約の相手方　　（有）北勝建設
　　　　　　　　　代表取締役　新里　勝則

3号

議 案 第 原案可決
（全会一致）

ウエイトリフティングトレーニング機材の
取得

①取得の目的　　ウエイトリフティング
　　　　　　　　トレーニング機材の購入
②取得　数量　　トレーニング機材一式
③取得　金額　　３６，６０６，６００円
④契約の相手方　辺土名スポーツ
　　　　　　　　代表者　比嘉　三浩

2号

議 案 第 原案可決
（全会一致）専決処分の承認（国頭村税条例の一部改正）

地方税法の一部を改正する法律及び地方税法施行令
の一部を改正する政令が公布され、行政手続きにお
ける特定の個人を識別するための番号の利用等に関
する法律の施行に伴い国頭村税条例の一部を改正す
る必要がある。

4号

議案番号 結　果件　　名 議　案　等　の　概　要　

議 案 第 原案可決
（全会一致）

国頭村集出荷場プレハブ冷蔵庫・発電機の
取得

①取得の目的　　国頭村集出荷場プレハブ冷蔵庫等
　　　　　　　　備品購入事業（特定防衛施設周辺整
　　　　　　　　備調整交付金）
②取得数量　　　プレハブ冷蔵庫２台、発電機１台
③取得金額　　　１０，２６０，０００円
④契約の相手方　アゲダ空調食品設備（株）
　　　　　　　　代表取締役　伊波　昇巡

62号

議案番号 結　果件　　名 議　案　等　の　概　要　

平成２７年第７回（１２月）国頭村議会定例会

平成２８年第１回（1月）国頭村議会臨時会

　平成２８年第２回（２月）国頭村議会臨時会は、２月１６日の１日間で開催され、安波船溜まり施設整備工
事請負契約外１件が提出された。

議 案 第 原案可決
（全会一致）財産の取得

（国頭村幼保連携型総合施設整備事業）

①取得の目的　　国頭村幼保連携型総合施設
　　　　　　　　用地の購入　　　　　　　　　　
　
②取得　面積　　１３，８３１平方メートル
③取得　金額　　７３，３０４，３００円
④取得　箇所　　辺土名地内（20筆）

6号

議 案 第 原案可決
（全会一致）安波船溜まり施設整備工事請負契約

①契約の目的　　安波船溜まり施設整備工事　　　
　　　　　　　　　　
②契約の方法　　指名競争入札
③契約金額　　　２０３，０８６，４４０円
④契約の相手方　大同建設（株）、（有）前田組
　　　　　　　　特定建設工事共同企業体
　　　　　　　　代表者　大同建設（株）
　　　　　　　　代表取締役 大嶺英治

5号

議案番号 結　果件　　名 議　案　等　の　概　要　

平成２８年第２回（２月）国頭村議会臨時会

ふるさと納税の適切運営に関する条例を制定
村立診療所の医療機器（レントゲン・エコー設備）購入を可決
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〔一般質問〕 12月定例議会〔一般質問〕 12月定例議会
①
高
潮
、
大
雨
、
地
震
、
津
波

の
避
難
場
所
は
各
区
と
も
指
定

を
行
っ
て
い
る
か
。

②
災
害
を
想
定
し
た
避
難
訓
練

は
行
っ
て
い
る
か
。

③
村
内
の
小
学
校
・
中
学
校
の

避
難
訓
練
は
行
っ
て
い
る
か
。

④
各
区
に
お
い
て
、
自
主
防
災

組
織
を
立
ち
上
げ
て
、
地
域
は

地
域
で
守
る
取
り
組
み
が
必
要

だ
と
思
う
が
、
村
と
し
て
の
考

え
は
。

①
高
潮
、
大
雨
、
地
震
、
津
波

の
避
難
場
所
の
指
定
に
つ
い
て

は
、
災
害
時
の
緊
急
避
難
場
所

と
し
て
村
内
の
42
カ
所
の
施
設

を
指
定
し
て
お
り
ま
す
。

　津
波
発
生
時
に
は
、
各
区
に

お
い
て
高
台
等
の
安
全
な
場
所

が
指
定
及
び
認
識
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

②
・
③
災
害
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
と

共
催
で
実
施
し
て
い
る
沖
縄
県

広
域
地
震
・
津
波
避
難
訓
練
に

学
校
、
保
育
園
、
自
治
会
等
が

参
加
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他

学
校
、
保
育
園
、
自
治
会
で

は
、
個
別
に
避
難
訓
練
を
計
画

し
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

④
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

は
、
現
在
村
内
の
２
カ
所
の
区

が
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、

村
に
届
出
を
し
て
お
り
ま
す
。

　今
後
も
集
落
を
対
象
と
し
た

防
災
対
策
支
援
策
の
た
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
区
長
会
等

で
の
自
主
防
災
組
織
結
成
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
、
自
主
防
災

組
織
率
を
高
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

①
去
っ
た
10
月
３
日
、
４
日
、

５
日
、
タ
イ
ム
ス
ビ
ル
で
行
っ

た
国
頭
村
観
光
・
物
産
と
芸
能

フ
ェ
ア
は
、
那
覇
市
の
中
心
の

オ
フ
ィ
ス
街
で
３
日
間
に
わ
た

り
国
頭
村
の
魅
力
を
十
分
Ｐ
Ｒ

で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
と
き
に
特
産
品
販
売
、

飲
食
ブ
ー
ス
の
売
り
上
げ
は
い

く
ら
あ
っ
た
の
か
。

②
今
回
の
フ
ェ
ア
で
、
国
頭
村

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
。

①
９
月
２
日
を
く
に
が
み
の
日

と
し
て
宣
言
す
る
件
に
つ
い
て

は
、
村
の
日
を
設
定
し
村
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ

り
、
マ
ス
コ
ミ
等
を
通
じ
知
名

度
の
向
上
や
観
光
客
の
増
加
に

よ
る
特
産
品
の
販
売
に
つ
な
が

る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
現

在
、
９
月
17
日
を
ク
イ
ナ
の
日

と
宣
言
し
、
安
波
ダ
ム
ま
つ
り

を
実
施
し
て
お
り
、
８
月
の
村

ま
つ
り
等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
と

の
日
程
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　特
産
品
販
売
、
飲
食
ブ
ー
ス

の
３
日
間
の
売
り
上
げ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
特
産
品
等
販
売

は
、
９
店
舗
で
四
百
三
十
三
万

一
千
九
百
四
十
円
、
体
験
ブ
ー

ス
が
２
カ
所
で
十
九
万
八
千
八

百
円
、
屋
外
の
飲
食
コ
ー
ナ
ー

は
、
道
の
駅
の
イ
ノ
ブ
タ
丼
と

よ
ん
な
ー
館
の
ハ
イ
ケ
イ
そ

ば
、
野
草
天
ぷ
ら
を
販
売
し
、

八
十
四
万
八
千
五
百
五
十
円
で

３
日
間
と
も
完
売
の
状
況
で
し

た
。
全
て
の
店
舗
の
売
り
上
げ

が
五
百
三
十
七
万
九
千
二
百
九

十
円
で
あ
り
ま
し
た
。

②
今
後
の
フ
ェ
ア
の
展
望
に
つ

い
て
は
、
今
回
の
フ
ェ
ア
が
好

評
で
次
回
も
開
催
し
て
欲
し
い

と
い
う
声
も
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
今
後
の
開
催
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
頭
村
、
大
宜
味

村
、
東
村
の
や
ん
ば
る
３
村
合

同
で
の
開
催
も
１
つ
の
方
法
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

①
農
業
振
興
補
助
金
（
有
機
肥

料
、
堆
肥
等
、
農
薬
、
除
草
剤

等
）
の
補
助
率
の
継
続
に
つ
い

て
。

②
有
害
鳥
獣
駆
除
（
カ
ラ
ス
、

猪
等
）
の
継
続
に
つ
い
て

③
パ
イ
ン
植
付
奨
励
金
１
本
当

た
り
３
円
の
継
続
に
つ
い
て

　平
成
28
年
度
農
家
支
援
の
補

助
金
に
つ
い
て
は
、
11
月
10
日

付
、
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
国
頭
支
店

生
産
部
会
連
絡
協
議
会
よ
り
、

「
農
業
生
産
増
大
に
対
す
る
農

家
へ
の
支
援
」
要
請
が
あ
り
ま

し
た
。

　

　村
内
農
業
に
つ
い
て
は
、
台

風
、
干
ば
つ
等
の
自
然
災
害
に

よ
り
各
農
家
の
経
営
状
況
が
厳

し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
農
業

振
興
補
助
金
の
補
助
率
の
継

続
、
有
害
駆
除
、
パ
イ
ン
奨
励

金
に
つ
い
て
継
続
し
て
い
く
考

え
で
、
現
在
調
整
中
で
あ
り
ま

す
。

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

　国
頭
、
大
宜
味
、
東
三
村
の

新
鮮
野
菜
、
新
鮮
魚
介
類
を
大

消
費
地
那
覇
市
へ
の
産
地
直
送

を
促
進
し
、
特
産
品
の
販
路
拡

大
を
図
り
、
農
水
産
業
の
振

興
、
観
光
産
業
の
振
興
、
雇
用

創
出
、
若
者
定
住
促
進
、
新
規

起
業
者
の
促
進
、
企
業
誘
致
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
へ
と
連
鎖

の
構
築
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
上

か
ら
、
ま
た
世
界
自
然
遺
産
登

録
を
見
据
え
た
今
後
の
三
村
の

活
性
化
・
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
移
住

人
口
増
加
策
を
講
じ
て
い
く
上

か
ら
も
、
国
頭
、
大
宜
味
、
東

三
村
が
連
携
し
て
大
消
費
地
那

覇
市
へ
「
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
」
を
開
設
す
べ
き
で
は
。

　ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
地
域

資
源
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知

度
を
向
上
さ
せ
て
消
費
を
促
進

さ
せ
る
た
め
、
人
口
及
び
観
光

客
の
多
い
都
市
地
区
に
設
置
す

る
こ
と
は
有
効
な
手
段
だ
と
考

え
ま
す
。

　国
頭
、
大
宜
味
、
東
三
村
で

の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
開
設

は
、
民
間
企
業
と
の
連
携
等
を

含
め
て
三
村
で
検
討
し
ま
す
。

　森
林
公
園
と
旧
三
愛
跡
地
間

に
架
橋
建
設
を
し
、
周
辺
ア
ク

セ
ス
道
路
を
整
備
し
て
観
光
バ

ス
も
通
行
で
き
る
よ
う
に
す

る
、
旧
三
愛
跡
地
へ
企
業
誘
致

及
び
観
光
誘
客
施
設
等
を
誘
致

し
て
森
林
公
園
周
辺
を
効
果
的

な
観
光
拠
点
と
し
て
整
備
し
、

観
光
産
業
振
興
、
一
次
・
二

次
・
三
次
産
業
の
振
興
に
よ
る

雇
用
創
出
、
地
域
活
性
化
を
図

る
べ
き
で
あ
る
。

　森
林
公
園
区
域
の
山
林
を
切

り
開
い
て
の
整
備
、
架
橋
等
の

設
置
を
含
め
、
そ
の
区
域
で
可

能
か
維
持
管
理
費
な
ど
費
用
対

効
果
を
含
め
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

①
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
一
階
の

加
工
施
設
は
村
民
か
ら
休
眠
状

態
で
税
金
の
ム
ダ
使
い
と
の
指

摘
が
あ
る
。

　世
界
自
然
遺
産
を
見
据
え
て

観
光
客
が
買
っ
て
即
食
べ
ら
れ

る
特
産
品
の
品
数
を
増
や
し
て

い
く
上
か
ら
も
、
農
商
工
及
び

産
学
官
連
携
に
よ
る
特
産
品
の

研
究
開
発
を
促
進
し
て
女
性
グ

ル
ー
プ
な
ど
村
民
が
果
敢
に
特

産
品
研
究
に
挑
戦
す
る
た
め
に

も
、
加
工
施
設
を
村
民
に
広
く

開
放
し
て
地
場
産
業
の
育
成
強

化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

②
道
の
駅
「
ゆ
い
ゆ
い
国
頭
」

に
出
品
し
て
い
る
地
元
事
業
者

の
中
に
は
、
当
初
の
商
品
陳
列

場
所
か
ら
観
光
客
の
目
に
つ
き

に
く
い
場
所
に
追
い
や
ら
れ
て

売
り
上
げ
が
激
減
し
生
活
が
苦

し
く
な
っ
た
と
悲
鳴
を
あ
げ
て

い
る
事
業
者
が
あ
る
。

　世
界
自
然
遺
産
を
据
え
、
道

の
駅
の
目
的
で
あ
る
地
場
産
業

の
育
成
強
化
、
地
域
活
性
化
を

図
る
た
め
早
期
に
販
売
戦
略
を

構
築
す
べ
く
地
元
事
業
者
の
商

品
の
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
て
安
定
的
な
経
営
基
盤
を
確

立
し
、
さ
ら
な
る
商
品
の
開
発

意
欲
を
か
り
立
て
る
商
品
陳
列

の
改
善
の
あ
り
方
を
筆
頭
株
主

の
村
と
し
て
道
の
駅
の
運
営
者

へ
指
示
す
べ
き
で
あ
る
。

③
世
界
自
然
遺
産
を
見
据
え
、

自
然
科
学
の
学
術
会
議
な
ど
を

誘
致
す
る
た
め
に
も
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
の
誘
致
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
の
立
地
可
能
性
調
査

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

④
国
立
自
然
史
博
物
館
の
誘
致

に
向
け
て
の
現
状
と
今
後
の
取

り
組
み
は
。

①
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
加
工

施
設
は
、
平
成
25
年
度
は
28
件

（
２
６
３
人
）
、
平
成
26
年
度

は
15
件
（
１
１
１
人
）
の
利
用

実
績
が
あ
る
。
活
用
を
図
る
た

め
広
報
誌
等
で
周
知
し
ま
す
。

②
指
摘
の
商
品
陳
列
は
早
速
改

善
し
て
も
ら
っ
た
。
道
の
駅
で

は
地
元
事
業
者
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
地
元
特
産
品
の
売
り
上

げ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
商
品
陳

列
の
配
置
を
実
施
し
て
い
く
と

伺
っ
て
い
る
。

③
本
村
で
の
ホ
テ
ル
の
立
地
環

境
と
し
て
高
い
評
価
で
関
心
を

示
し
、
是
非
進
出
を
考
え
た
い

と
積
極
的
な
回
答
を
得
て
い
る

企
業
も
あ
る
の
で
話
し
合
い
を

続
け
て
い
き
た
い
。

④
昨
年
８
月
の
管
官
房
長
官
と

の
会
談
、
11
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
も
国
立
自
然
史
博
物
館
誘

致
を
表
明
し
た
。
今
後
も
様
々

な
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に

候
補
地
と
し
て
意
欲
を
持
っ
て

関
係
機
関
に
誘
致
を
働
き
か
け

て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
障
害
者
の
雇
用
促
進
等

　に
つ
い
て

○
飲
酒
運
転
根
絶
運
動
等

　に
つ
い
て

知 花  正 寛
議員

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

問
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の

開
設
は

問
村
内
の
災
害
対
策
に

つ
い
て

問
平
成
28
年
度
農
家
支
援

の
補
助
金
に
つ
い
て

問
森
林
公
園
と
旧
三
愛
跡

地
間
の
架
橋
建
設
及
び

地
域
活
性
化
策
は

問
特
産
品
の
研
究
開
発

に
よ
る
地
場
産
業
の

育
成
強
化
及
び
観
光

振
興
策
は

山 城  弘 一
議員

問
九
月
二
日
を
く
に
が
み

の
日
と
し
て
宣
言
し

て
、
国
頭
の
特
産
品
、

観
光
を
含
め
て
村
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
も
必
要
と

思
う
が
、
村
と
し
て
の

考
え
は
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①
高
潮
、
大
雨
、
地
震
、
津
波

の
避
難
場
所
は
各
区
と
も
指
定

を
行
っ
て
い
る
か
。

②
災
害
を
想
定
し
た
避
難
訓
練

は
行
っ
て
い
る
か
。

③
村
内
の
小
学
校
・
中
学
校
の

避
難
訓
練
は
行
っ
て
い
る
か
。

④
各
区
に
お
い
て
、
自
主
防
災

組
織
を
立
ち
上
げ
て
、
地
域
は

地
域
で
守
る
取
り
組
み
が
必
要

だ
と
思
う
が
、
村
と
し
て
の
考

え
は
。

①
高
潮
、
大
雨
、
地
震
、
津
波

の
避
難
場
所
の
指
定
に
つ
い
て

は
、
災
害
時
の
緊
急
避
難
場
所

と
し
て
村
内
の
42
カ
所
の
施
設

を
指
定
し
て
お
り
ま
す
。

　津
波
発
生
時
に
は
、
各
区
に

お
い
て
高
台
等
の
安
全
な
場
所

が
指
定
及
び
認
識
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

②
・
③
災
害
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
と

共
催
で
実
施
し
て
い
る
沖
縄
県

広
域
地
震
・
津
波
避
難
訓
練
に

学
校
、
保
育
園
、
自
治
会
等
が

参
加
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他

学
校
、
保
育
園
、
自
治
会
で

は
、
個
別
に
避
難
訓
練
を
計
画

し
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

④
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

は
、
現
在
村
内
の
２
カ
所
の
区

が
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、

村
に
届
出
を
し
て
お
り
ま
す
。

　今
後
も
集
落
を
対
象
と
し
た

防
災
対
策
支
援
策
の
た
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
区
長
会
等

で
の
自
主
防
災
組
織
結
成
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
、
自
主
防
災

組
織
率
を
高
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

①
去
っ
た
10
月
３
日
、
４
日
、

５
日
、
タ
イ
ム
ス
ビ
ル
で
行
っ

た
国
頭
村
観
光
・
物
産
と
芸
能

フ
ェ
ア
は
、
那
覇
市
の
中
心
の

オ
フ
ィ
ス
街
で
３
日
間
に
わ
た

り
国
頭
村
の
魅
力
を
十
分
Ｐ
Ｒ

で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
と
き
に
特
産
品
販
売
、

飲
食
ブ
ー
ス
の
売
り
上
げ
は
い

く
ら
あ
っ
た
の
か
。

②
今
回
の
フ
ェ
ア
で
、
国
頭
村

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
。

①
９
月
２
日
を
く
に
が
み
の
日

と
し
て
宣
言
す
る
件
に
つ
い
て

は
、
村
の
日
を
設
定
し
村
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ

り
、
マ
ス
コ
ミ
等
を
通
じ
知
名

度
の
向
上
や
観
光
客
の
増
加
に

よ
る
特
産
品
の
販
売
に
つ
な
が

る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
現

在
、
９
月
17
日
を
ク
イ
ナ
の
日

と
宣
言
し
、
安
波
ダ
ム
ま
つ
り

を
実
施
し
て
お
り
、
８
月
の
村

ま
つ
り
等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
と

の
日
程
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　特
産
品
販
売
、
飲
食
ブ
ー
ス

の
３
日
間
の
売
り
上
げ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
特
産
品
等
販
売

は
、
９
店
舗
で
四
百
三
十
三
万

一
千
九
百
四
十
円
、
体
験
ブ
ー

ス
が
２
カ
所
で
十
九
万
八
千
八

百
円
、
屋
外
の
飲
食
コ
ー
ナ
ー

は
、
道
の
駅
の
イ
ノ
ブ
タ
丼
と

よ
ん
な
ー
館
の
ハ
イ
ケ
イ
そ

ば
、
野
草
天
ぷ
ら
を
販
売
し
、

八
十
四
万
八
千
五
百
五
十
円
で

３
日
間
と
も
完
売
の
状
況
で
し

た
。
全
て
の
店
舗
の
売
り
上
げ

が
五
百
三
十
七
万
九
千
二
百
九

十
円
で
あ
り
ま
し
た
。

②
今
後
の
フ
ェ
ア
の
展
望
に
つ

い
て
は
、
今
回
の
フ
ェ
ア
が
好

評
で
次
回
も
開
催
し
て
欲
し
い

と
い
う
声
も
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
今
後
の
開
催
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
頭
村
、
大
宜
味

村
、
東
村
の
や
ん
ば
る
３
村
合

同
で
の
開
催
も
１
つ
の
方
法
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

①
農
業
振
興
補
助
金
（
有
機
肥

料
、
堆
肥
等
、
農
薬
、
除
草
剤

等
）
の
補
助
率
の
継
続
に
つ
い

て
。

②
有
害
鳥
獣
駆
除
（
カ
ラ
ス
、

猪
等
）
の
継
続
に
つ
い
て

③
パ
イ
ン
植
付
奨
励
金
１
本
当

た
り
３
円
の
継
続
に
つ
い
て

　平
成
28
年
度
農
家
支
援
の
補

助
金
に
つ
い
て
は
、
11
月
10
日

付
、
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
国
頭
支
店

生
産
部
会
連
絡
協
議
会
よ
り
、

「
農
業
生
産
増
大
に
対
す
る
農

家
へ
の
支
援
」
要
請
が
あ
り
ま

し
た
。

　

　村
内
農
業
に
つ
い
て
は
、
台

風
、
干
ば
つ
等
の
自
然
災
害
に

よ
り
各
農
家
の
経
営
状
況
が
厳

し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
農
業

振
興
補
助
金
の
補
助
率
の
継

続
、
有
害
駆
除
、
パ
イ
ン
奨
励

金
に
つ
い
て
継
続
し
て
い
く
考

え
で
、
現
在
調
整
中
で
あ
り
ま

す
。

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

　国
頭
、
大
宜
味
、
東
三
村
の

新
鮮
野
菜
、
新
鮮
魚
介
類
を
大

消
費
地
那
覇
市
へ
の
産
地
直
送

を
促
進
し
、
特
産
品
の
販
路
拡

大
を
図
り
、
農
水
産
業
の
振

興
、
観
光
産
業
の
振
興
、
雇
用

創
出
、
若
者
定
住
促
進
、
新
規

起
業
者
の
促
進
、
企
業
誘
致
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
へ
と
連
鎖

の
構
築
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
上

か
ら
、
ま
た
世
界
自
然
遺
産
登

録
を
見
据
え
た
今
後
の
三
村
の

活
性
化
・
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
移
住

人
口
増
加
策
を
講
じ
て
い
く
上

か
ら
も
、
国
頭
、
大
宜
味
、
東

三
村
が
連
携
し
て
大
消
費
地
那

覇
市
へ
「
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
」
を
開
設
す
べ
き
で
は
。

　ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
地
域

資
源
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知

度
を
向
上
さ
せ
て
消
費
を
促
進

さ
せ
る
た
め
、
人
口
及
び
観
光

客
の
多
い
都
市
地
区
に
設
置
す

る
こ
と
は
有
効
な
手
段
だ
と
考

え
ま
す
。

　国
頭
、
大
宜
味
、
東
三
村
で

の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
開
設

は
、
民
間
企
業
と
の
連
携
等
を

含
め
て
三
村
で
検
討
し
ま
す
。

　森
林
公
園
と
旧
三
愛
跡
地
間

に
架
橋
建
設
を
し
、
周
辺
ア
ク

セ
ス
道
路
を
整
備
し
て
観
光
バ

ス
も
通
行
で
き
る
よ
う
に
す

る
、
旧
三
愛
跡
地
へ
企
業
誘
致

及
び
観
光
誘
客
施
設
等
を
誘
致

し
て
森
林
公
園
周
辺
を
効
果
的

な
観
光
拠
点
と
し
て
整
備
し
、

観
光
産
業
振
興
、
一
次
・
二

次
・
三
次
産
業
の
振
興
に
よ
る

雇
用
創
出
、
地
域
活
性
化
を
図

る
べ
き
で
あ
る
。

　森
林
公
園
区
域
の
山
林
を
切

り
開
い
て
の
整
備
、
架
橋
等
の

設
置
を
含
め
、
そ
の
区
域
で
可

能
か
維
持
管
理
費
な
ど
費
用
対

効
果
を
含
め
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

①
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
一
階
の

加
工
施
設
は
村
民
か
ら
休
眠
状

態
で
税
金
の
ム
ダ
使
い
と
の
指

摘
が
あ
る
。

　世
界
自
然
遺
産
を
見
据
え
て

観
光
客
が
買
っ
て
即
食
べ
ら
れ

る
特
産
品
の
品
数
を
増
や
し
て

い
く
上
か
ら
も
、
農
商
工
及
び

産
学
官
連
携
に
よ
る
特
産
品
の

研
究
開
発
を
促
進
し
て
女
性
グ

ル
ー
プ
な
ど
村
民
が
果
敢
に
特

産
品
研
究
に
挑
戦
す
る
た
め
に

も
、
加
工
施
設
を
村
民
に
広
く

開
放
し
て
地
場
産
業
の
育
成
強

化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

②
道
の
駅
「
ゆ
い
ゆ
い
国
頭
」

に
出
品
し
て
い
る
地
元
事
業
者

の
中
に
は
、
当
初
の
商
品
陳
列

場
所
か
ら
観
光
客
の
目
に
つ
き

に
く
い
場
所
に
追
い
や
ら
れ
て

売
り
上
げ
が
激
減
し
生
活
が
苦

し
く
な
っ
た
と
悲
鳴
を
あ
げ
て

い
る
事
業
者
が
あ
る
。

　世
界
自
然
遺
産
を
据
え
、
道

の
駅
の
目
的
で
あ
る
地
場
産
業

の
育
成
強
化
、
地
域
活
性
化
を

図
る
た
め
早
期
に
販
売
戦
略
を

構
築
す
べ
く
地
元
事
業
者
の
商

品
の
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
て
安
定
的
な
経
営
基
盤
を
確

立
し
、
さ
ら
な
る
商
品
の
開
発

意
欲
を
か
り
立
て
る
商
品
陳
列

の
改
善
の
あ
り
方
を
筆
頭
株
主

の
村
と
し
て
道
の
駅
の
運
営
者

へ
指
示
す
べ
き
で
あ
る
。

③
世
界
自
然
遺
産
を
見
据
え
、

自
然
科
学
の
学
術
会
議
な
ど
を

誘
致
す
る
た
め
に
も
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
の
誘
致
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
の
立
地
可
能
性
調
査

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

④
国
立
自
然
史
博
物
館
の
誘
致

に
向
け
て
の
現
状
と
今
後
の
取

り
組
み
は
。

①
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
加
工

施
設
は
、
平
成
25
年
度
は
28
件

（
２
６
３
人
）
、
平
成
26
年
度

は
15
件
（
１
１
１
人
）
の
利
用

実
績
が
あ
る
。
活
用
を
図
る
た

め
広
報
誌
等
で
周
知
し
ま
す
。

②
指
摘
の
商
品
陳
列
は
早
速
改

善
し
て
も
ら
っ
た
。
道
の
駅
で

は
地
元
事
業
者
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
地
元
特
産
品
の
売
り
上

げ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
商
品
陳

列
の
配
置
を
実
施
し
て
い
く
と

伺
っ
て
い
る
。

③
本
村
で
の
ホ
テ
ル
の
立
地
環

境
と
し
て
高
い
評
価
で
関
心
を

示
し
、
是
非
進
出
を
考
え
た
い

と
積
極
的
な
回
答
を
得
て
い
る

企
業
も
あ
る
の
で
話
し
合
い
を

続
け
て
い
き
た
い
。

④
昨
年
８
月
の
管
官
房
長
官
と

の
会
談
、
11
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
も
国
立
自
然
史
博
物
館
誘

致
を
表
明
し
た
。
今
後
も
様
々

な
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に

候
補
地
と
し
て
意
欲
を
持
っ
て

関
係
機
関
に
誘
致
を
働
き
か
け

て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
障
害
者
の
雇
用
促
進
等

　に
つ
い
て

○
飲
酒
運
転
根
絶
運
動
等

　に
つ
い
て

知 花  正 寛
議員

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

問
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の

開
設
は

問
村
内
の
災
害
対
策
に

つ
い
て

問
平
成
28
年
度
農
家
支
援

の
補
助
金
に
つ
い
て

問
森
林
公
園
と
旧
三
愛
跡

地
間
の
架
橋
建
設
及
び

地
域
活
性
化
策
は

問
特
産
品
の
研
究
開
発

に
よ
る
地
場
産
業
の

育
成
強
化
及
び
観
光

振
興
策
は

山 城  弘 一
議員

問
九
月
二
日
を
く
に
が
み

の
日
と
し
て
宣
言
し

て
、
国
頭
の
特
産
品
、

観
光
を
含
め
て
村
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
も
必
要
と

思
う
が
、
村
と
し
て
の

考
え
は
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〔一般質問〕 12月定例議会〔一般質問〕 12月定例議会
①
本
村
行
政
は
、
村
民
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
説
明
責
任

を
果
た
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

②
地
権
者
の
材
産
権
を
尊
重
し

誠
意
を
も
っ
て
対
応
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
本
村
行
政
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
伺
う
。

③
公
園
の
核
心
部
分
の
世
界
自

然
遺
産
登
録
へ
向
け
て
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

④
地
域
が
要
望
す
る
公
園
施
設

整
備
及
び
自
然
環
境
の
再
生
事

業
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
伺
う
。

⑤
公
園
区
域
内
に
お
け
る
林
業

等
の
経
済
活
動
に
ど
の
よ
う
な

影
響
が
想
定
さ
れ
る
の
か
所
見

を
伺
う
。

⑥
生
物
多
様
性
保
全
に
係
る
新

た
な
森
林
管
理
事
業
の
創
出
と

は
ど
の
よ
う
な
事
業
を
想
定
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

⑦
環
境
省
が
行
う
事
業
で
、
経

済
効
果
、
雇
用
の
拡
大
を
ど
の

程
度
見
込
ん
で
い
る
の
か
所
見

を
伺
う
。

⑧
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
等
の

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
現
在

の
状
況
、
今
後
の
計
画
を
伺

う
。

①
各
種
団
体
に
説
明
で
き
る
場

の
設
定
を
依
頼
し
て
い
く
こ

と
、
ま
た
、
公
園
指
定
等
に
一

定
の
進
展
が
あ
る
と
き
は
、
村

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
、
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
に
よ

り
随
時
周
知
し
て
い
き
た
い
。

②
自
己
の
土
地
が
知
ら
な
い
う

ち
に
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、

規
制
が
か
か
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
環
境

省
は
当
村
の
協
力
も
得
て
、
特

別
保
護
地
区
や
特
別
地
域
予
定

区
域
の
地
権
者
に
対
し
て
郵
送

に
よ
る
通
知
を
行
い
ま
し
た
。

　地
権
者
か
ら
の
電
話
や
役
場

に
来
訪
し
て
の
問
い
合
わ
せ
に

対
し
て
、
丁
寧
に
制
度
を
説
明

し
、
理
解
を
求
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

③
世
界
自
然
遺
産
候
補
地
地
域

連
絡
会
議
や
ん
ば
る
部
会
が
開

催
さ
れ
、
や
ん
ば
る
３
村
の
世

界
自
然
遺
産
に
関
係
す
る
行
政

組
織
や
関
係
団
体
で
構
成
し
、

世
界
自
然
遺
産
包
括
管
理
計
画

や
野
生
動
植
物
の
保
全
・
利
用

な
ど
に
関
す
る
地
域
別
行
動
計

画
を
検
討
す
る
。
世
界
自
然
登

録
へ
の
取
り
組
み
、
そ
し
て
管

理
や
利
用
な
ど
に
つ
い
て
は
、

こ
の
地
域
別
行
動
計
画
に
沿
っ

て
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

④
保
護
施
設
計
画
や
利
用
施
設

計
画
は
、
国
立
公
園
指
定
後
に

お
い
て
も
随
時
変
更
が
で
き
る

制
度
で
あ
り
、
地
域
要
望
に
つ

い
て
は
、
指
定
後
の
利
用
実
態

等
を
勘
案
し
な
が
ら
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
、
取
り
ま
と
め
て
い
き

た
い
。

⑤
伐
採
の
許
可
基
準
が
あ
り
、

事
前
に
申
請
書
を
提
出
し
、
許

可
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

　公
園
利
用
地
点
か
ら
見
え
な

い
場
合
は
、
こ
の
面
積
制
限
が

な
く
な
り
ま
す
。
な
お
、
林
道

は
公
園
利
用
地
点
に
含
ま
な
い

と
の
環
境
省
の
解
釈
で
あ
り
ま

す
。　第

３
種
特
別
地
域
に
お
い
て

は
、
皆
伐
で
あ
っ
て
も
面
積
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
頭
村
森

林
組
合
と
今
後
20
年
間
の
収
穫

計
画
図
を
作
成
し
、
環
境
省
に

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　農
業
は
従
来
ど
お
り
規
制
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
農
地
を
拡
大

す
る
場
合
は
許
可
が
必
要
で

す
。

⑥
森
林
を
造
成
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
農
作
物
被
害
の
軽
減
及

び
ノ
グ
チ
ゲ
ラ
の
増
殖
が
期
待

で
き
る
と
考
え
る
。
ヤ
ン
バ
ル

ク
イ
ナ
の
ロ
ー
ド
キ
ル
や
カ
ラ

ス
被
害
は
、
森
林
地
域
内
に
容

易
に
餌
が
確
保
で
き
る
場
が
あ

れ
ば
、
危
険
な
路
上
や
草
地
へ

の
出
没
が
激
減
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
あ
く
ま
で

も
想
定
し
て
い
る
事
例
で
今

後
、
具
体
的
な
調
査
を
経
て
有

効
で
あ
る
場
合
に
事
業
化
に
向

け
て
調
整
し
て
い
き
た
い
。

⑦
村
が
期
待
す
る
経
済
効
果
は

国
立
公
園
指
定
、
そ
し
て
そ
の

先
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
よ

る
知
名
度
の
効
果
に
よ
る
観
光

産
業
の
活
性
化
、
そ
れ
に
連
動

し
て
農
林
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
が
進
み
、
生
産
量
が
増
加
す

る
こ
と
。

⑧
森
林
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
構
想

ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
を
立
ち
上

げ
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
エ
リ
ア
の
利

用
ル
ー
ル
や
ガ
イ
ド
認
定
制
度

等
の
策
定
に
向
け
て
議
論
を
進

め
て
い
る
。
将
来
、
国
頭
村
森

林
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
へ

と
発
展
さ
せ
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進
を
担
っ
て
い
け
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

答
宮
城
久
和 

村
長

問
国
立
公
園
指
定
、
世
界

自
然
遺
産
登
録
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

　自
然
豊
か
な
本
村
に
お
い

て
、
子
ど
も
達
が
健
や
か
な
成

長
に
よ
っ
て
考
え
る
力
や
豊
か

な
人
間
性
な
ど
、
生
き
る
力
を

育
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　本
村
の
学
校
立
地
条
件
下
に

お
い
て
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し

た
教
育
活
動
を
展
開
す
る
と
と

も
に
、
地
域
全
体
と
し
て
子
育

て
を
支
援
し
子
ど
も
の
成
長
を

支
え
て
い
く
取
り
組
み
を
展
開

す
べ
き
だ
と
思
う
。
教
育
長
の

所
見
を
伺
う
。

　豊
か
な
人
間
性
、
生
き
る
力

を
育
む
こ
と
は
本
村
の
教
育
の

目
標
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
現

在
、
各
学
校
に
お
い
て
は
地
域

の
特
性
を
生
か
し
実
り
あ
る
教

育
活
動
を
展
開
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　本
村
の
学
校
が
抱
え
て
い
る

課
題
を
克
服
し
新
た
な
学
校
改

革
が
求
め
ら
れ
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
が
連
携
し
た
「
教

育
・
子
育
て
・
体
験
活
動
」
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
が

育
っ
た
地
域
に
誇
り
を
持
て
る

人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
自
然
豊
か
な
環

境
の
中
で
生
活
す
る
本
村
の
子

ど
も
達
は
、
親
、
社
会
の
労
働

形
態
の
変
化
に
伴
い
、
自
然
環

境
と
の
触
れ
合
う
機
会
、
体
験

が
減
少
し
て
き
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　子
ど
も
達
が
生
ま
れ
育
っ
た

地
域
環
境
で
の
体
験
が
豊
か
な

心
の
財
産
と
な
り
、
限
り
な
い

可
能
性
も
生
ま
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。　現

代
社
会
に
お
い
て
は
情
報

化
、
国
際
化
な
ど
社
会
情
勢
は

変
化
し
て
き
て
お
り
、
生
涯
学

習
社
会
の
重
要
性
は
、
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
る
。

　本
村
の
豊
か
な
自
然
を
生
か

し
た
取
り
組
み
な
ど
、
ま
た
地

域
や
各
種
団
体
等
と
の
連
携
強

化
が
重
要
だ
と
思
う
。
こ
れ
ま

で
の
主
な
取
り
組
み
を
伺
う
。

　今
日
、
変
化
の
激
し
い
社
会

に
あ
っ
て
人
々
は
自
己
の
充

実
・
啓
発
や
生
活
向
上
の
た
め

適
切
か
つ
豊
か
な
生
涯
学
習
の

機
会
を
求
め
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
学
習
は
、
各
自
が

自
発
的
意
思
に
基
づ
い
て
行
う

こ
と
を
基
本
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
自
ら
学
習
す
る
意
欲
を
養

う
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま

す
。　本

村
に
お
い
て
は
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
活
動
と
し
て
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
を
推
奨
し
、
普
及
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
文
化
活
動
に
お

い
て
も
、
本
村
文
化
協
会
に
よ

る
活
動
を
支
援
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　今
後
も
村
内
各
地
域
、
各
種

団
体
と
の
連
携
を
図
り
本
村
の

特
色
あ
る
生
涯
学
習
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　本
村
に
お
い
て
は
、
学
芸
員

が
採
用
さ
れ
、
遺
跡
発
掘
調
査

や
資
料
整
理
等
、
文
化
財
保
護

業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
国
民
の
「
心
の
豊

か
さ
」
を
求
め
る
意
識
は
年
々

高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
中
で
、

真
に
豊
か
な
地
域
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
も
、
地
域
文
化
の

振
興
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

　本
村
に
は
ま
だ
十
分
な
調
査

や
整
理
を
終
え
て
い
な
い
貴
重

な
文
化
財
が
多
く
存
在
し
て
お

り
、
正
し
く
後
世
に
伝
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
現

状
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　本
村
に
は
、
多
く
の
先
史
時

代
の
遺
跡
が
存
在
し
て
お
り
文

化
財
保
護
行
政
と
し
て
は
、
そ

の
遺
跡
の
性
格
の
把
握
を
行
い
、

開
発
行
為
の
際
に
適
切
な
調
整

を
行
え
る
こ
と
が
最
優
先
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
調

査
に
よ
っ
て
村
内
遺
跡
の
様
相

が
次
第
に
明
ら
か
と
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
い
ま
だ
に
初
期
段
階

に
あ
り
今
後
も
調
査
の
積
み
重

ね
が
必
要
で
あ
る
。

　そ
れ
ら
に
は
人
員
と
時
間
を

要
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　将
来
的
に
建
設
が
必
要
と
さ

れ
る
本
村
の
考
古
・
民
俗
・
自
然

を
網
羅
し
た
総
合
博
物
館
の
建

設
に
向
け
て
、
展
示
コ
ン
テ
ン
ツ

の
充
実
の
た
め
の
資
料
収
集
も

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　現
在
、
調
査
に
よ
る
土
器
・
石

器
等
の
考
古
学
的
遺
物
の
収
集

や
、
シ
ヌ
グ
・
豊
年
祭
等
民
俗
行

事
の
映
像
撮
影
に
よ
る
記
録
等

を
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　展
示
物
収
集
作
業
の
多
く
を

占
め
る
寄
贈
・
寄
託
資
料
の
受

け
入
れ
業
務
等
に
つ
い
て
は
、
充

分
に
行
え
て
い
な
い
状
況
で
あ

り
、
そ
の
他
文
化
財
の
観
光
資

源
な
ど
、
求
め
ら
れ
る
業
務
は

多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
段
階
を
踏
ま
え
て
本
村
の

貴
重
な
財
産
で
あ
る
文
化
財
の

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。

与 儀  一 人
議員

答
園
原
實 

教
育
長

答
園
原
實 

教
育
長

答
園
原
實 

教
育
長

「
教
育
行
政
を
問
う
。」 渡 口  直 樹

議員

問
本
村
に
お
け
る
学
校
活

動
は

問
生
涯
学
習
・
社
会
教
育

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
文
化
財
施
策
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て



平成28年3月10日◇国頭村議会だより【第100号】 6平成28年3月10日 ◇国頭村議会だより【第100号】7

〔一般質問〕 12月定例議会〔一般質問〕 12月定例議会
①
本
村
行
政
は
、
村
民
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
説
明
責
任

を
果
た
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

②
地
権
者
の
材
産
権
を
尊
重
し

誠
意
を
も
っ
て
対
応
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
本
村
行
政
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
伺
う
。

③
公
園
の
核
心
部
分
の
世
界
自

然
遺
産
登
録
へ
向
け
て
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

④
地
域
が
要
望
す
る
公
園
施
設

整
備
及
び
自
然
環
境
の
再
生
事

業
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
伺
う
。

⑤
公
園
区
域
内
に
お
け
る
林
業

等
の
経
済
活
動
に
ど
の
よ
う
な

影
響
が
想
定
さ
れ
る
の
か
所
見

を
伺
う
。

⑥
生
物
多
様
性
保
全
に
係
る
新

た
な
森
林
管
理
事
業
の
創
出
と

は
ど
の
よ
う
な
事
業
を
想
定
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

⑦
環
境
省
が
行
う
事
業
で
、
経

済
効
果
、
雇
用
の
拡
大
を
ど
の

程
度
見
込
ん
で
い
る
の
か
所
見

を
伺
う
。

⑧
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
等
の

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
現
在

の
状
況
、
今
後
の
計
画
を
伺

う
。

①
各
種
団
体
に
説
明
で
き
る
場

の
設
定
を
依
頼
し
て
い
く
こ

と
、
ま
た
、
公
園
指
定
等
に
一

定
の
進
展
が
あ
る
と
き
は
、
村

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
、
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
に
よ

り
随
時
周
知
し
て
い
き
た
い
。

②
自
己
の
土
地
が
知
ら
な
い
う

ち
に
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、

規
制
が
か
か
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
環
境

省
は
当
村
の
協
力
も
得
て
、
特

別
保
護
地
区
や
特
別
地
域
予
定

区
域
の
地
権
者
に
対
し
て
郵
送

に
よ
る
通
知
を
行
い
ま
し
た
。

　地
権
者
か
ら
の
電
話
や
役
場

に
来
訪
し
て
の
問
い
合
わ
せ
に

対
し
て
、
丁
寧
に
制
度
を
説
明

し
、
理
解
を
求
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

③
世
界
自
然
遺
産
候
補
地
地
域

連
絡
会
議
や
ん
ば
る
部
会
が
開

催
さ
れ
、
や
ん
ば
る
３
村
の
世

界
自
然
遺
産
に
関
係
す
る
行
政

組
織
や
関
係
団
体
で
構
成
し
、

世
界
自
然
遺
産
包
括
管
理
計
画

や
野
生
動
植
物
の
保
全
・
利
用

な
ど
に
関
す
る
地
域
別
行
動
計

画
を
検
討
す
る
。
世
界
自
然
登

録
へ
の
取
り
組
み
、
そ
し
て
管

理
や
利
用
な
ど
に
つ
い
て
は
、

こ
の
地
域
別
行
動
計
画
に
沿
っ

て
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

④
保
護
施
設
計
画
や
利
用
施
設

計
画
は
、
国
立
公
園
指
定
後
に

お
い
て
も
随
時
変
更
が
で
き
る

制
度
で
あ
り
、
地
域
要
望
に
つ

い
て
は
、
指
定
後
の
利
用
実
態

等
を
勘
案
し
な
が
ら
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
、
取
り
ま
と
め
て
い
き

た
い
。

⑤
伐
採
の
許
可
基
準
が
あ
り
、

事
前
に
申
請
書
を
提
出
し
、
許

可
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

　公
園
利
用
地
点
か
ら
見
え
な

い
場
合
は
、
こ
の
面
積
制
限
が

な
く
な
り
ま
す
。
な
お
、
林
道

は
公
園
利
用
地
点
に
含
ま
な
い

と
の
環
境
省
の
解
釈
で
あ
り
ま

す
。　第

３
種
特
別
地
域
に
お
い
て

は
、
皆
伐
で
あ
っ
て
も
面
積
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
頭
村
森

林
組
合
と
今
後
20
年
間
の
収
穫

計
画
図
を
作
成
し
、
環
境
省
に

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　農
業
は
従
来
ど
お
り
規
制
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
農
地
を
拡
大

す
る
場
合
は
許
可
が
必
要
で

す
。

⑥
森
林
を
造
成
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
農
作
物
被
害
の
軽
減
及

び
ノ
グ
チ
ゲ
ラ
の
増
殖
が
期
待

で
き
る
と
考
え
る
。
ヤ
ン
バ
ル

ク
イ
ナ
の
ロ
ー
ド
キ
ル
や
カ
ラ

ス
被
害
は
、
森
林
地
域
内
に
容

易
に
餌
が
確
保
で
き
る
場
が
あ

れ
ば
、
危
険
な
路
上
や
草
地
へ

の
出
没
が
激
減
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
あ
く
ま
で

も
想
定
し
て
い
る
事
例
で
今

後
、
具
体
的
な
調
査
を
経
て
有

効
で
あ
る
場
合
に
事
業
化
に
向

け
て
調
整
し
て
い
き
た
い
。

⑦
村
が
期
待
す
る
経
済
効
果
は

国
立
公
園
指
定
、
そ
し
て
そ
の

先
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
よ

る
知
名
度
の
効
果
に
よ
る
観
光

産
業
の
活
性
化
、
そ
れ
に
連
動

し
て
農
林
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
が
進
み
、
生
産
量
が
増
加
す

る
こ
と
。

⑧
森
林
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
構
想

ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
を
立
ち
上

げ
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
エ
リ
ア
の
利

用
ル
ー
ル
や
ガ
イ
ド
認
定
制
度

等
の
策
定
に
向
け
て
議
論
を
進

め
て
い
る
。
将
来
、
国
頭
村
森

林
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
へ

と
発
展
さ
せ
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進
を
担
っ
て
い
け
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

答
宮
城
久
和 

村
長

問
国
立
公
園
指
定
、
世
界

自
然
遺
産
登
録
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

　自
然
豊
か
な
本
村
に
お
い

て
、
子
ど
も
達
が
健
や
か
な
成

長
に
よ
っ
て
考
え
る
力
や
豊
か

な
人
間
性
な
ど
、
生
き
る
力
を

育
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　本
村
の
学
校
立
地
条
件
下
に

お
い
て
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し

た
教
育
活
動
を
展
開
す
る
と
と

も
に
、
地
域
全
体
と
し
て
子
育

て
を
支
援
し
子
ど
も
の
成
長
を

支
え
て
い
く
取
り
組
み
を
展
開

す
べ
き
だ
と
思
う
。
教
育
長
の

所
見
を
伺
う
。

　豊
か
な
人
間
性
、
生
き
る
力

を
育
む
こ
と
は
本
村
の
教
育
の

目
標
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
現

在
、
各
学
校
に
お
い
て
は
地
域

の
特
性
を
生
か
し
実
り
あ
る
教

育
活
動
を
展
開
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　本
村
の
学
校
が
抱
え
て
い
る

課
題
を
克
服
し
新
た
な
学
校
改

革
が
求
め
ら
れ
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
が
連
携
し
た
「
教

育
・
子
育
て
・
体
験
活
動
」
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
が

育
っ
た
地
域
に
誇
り
を
持
て
る

人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
自
然
豊
か
な
環

境
の
中
で
生
活
す
る
本
村
の
子

ど
も
達
は
、
親
、
社
会
の
労
働

形
態
の
変
化
に
伴
い
、
自
然
環

境
と
の
触
れ
合
う
機
会
、
体
験

が
減
少
し
て
き
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　子
ど
も
達
が
生
ま
れ
育
っ
た

地
域
環
境
で
の
体
験
が
豊
か
な

心
の
財
産
と
な
り
、
限
り
な
い

可
能
性
も
生
ま
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。　現

代
社
会
に
お
い
て
は
情
報

化
、
国
際
化
な
ど
社
会
情
勢
は

変
化
し
て
き
て
お
り
、
生
涯
学

習
社
会
の
重
要
性
は
、
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
る
。

　本
村
の
豊
か
な
自
然
を
生
か

し
た
取
り
組
み
な
ど
、
ま
た
地

域
や
各
種
団
体
等
と
の
連
携
強

化
が
重
要
だ
と
思
う
。
こ
れ
ま

で
の
主
な
取
り
組
み
を
伺
う
。

　今
日
、
変
化
の
激
し
い
社
会

に
あ
っ
て
人
々
は
自
己
の
充

実
・
啓
発
や
生
活
向
上
の
た
め

適
切
か
つ
豊
か
な
生
涯
学
習
の

機
会
を
求
め
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
学
習
は
、
各
自
が

自
発
的
意
思
に
基
づ
い
て
行
う

こ
と
を
基
本
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
自
ら
学
習
す
る
意
欲
を
養

う
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま

す
。　本

村
に
お
い
て
は
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
活
動
と
し
て
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
を
推
奨
し
、
普
及
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
文
化
活
動
に
お

い
て
も
、
本
村
文
化
協
会
に
よ

る
活
動
を
支
援
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　今
後
も
村
内
各
地
域
、
各
種

団
体
と
の
連
携
を
図
り
本
村
の

特
色
あ
る
生
涯
学
習
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　本
村
に
お
い
て
は
、
学
芸
員

が
採
用
さ
れ
、
遺
跡
発
掘
調
査

や
資
料
整
理
等
、
文
化
財
保
護

業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
国
民
の
「
心
の
豊

か
さ
」
を
求
め
る
意
識
は
年
々

高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
中
で
、

真
に
豊
か
な
地
域
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
も
、
地
域
文
化
の

振
興
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

　本
村
に
は
ま
だ
十
分
な
調
査

や
整
理
を
終
え
て
い
な
い
貴
重

な
文
化
財
が
多
く
存
在
し
て
お

り
、
正
し
く
後
世
に
伝
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
現

状
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　本
村
に
は
、
多
く
の
先
史
時

代
の
遺
跡
が
存
在
し
て
お
り
文

化
財
保
護
行
政
と
し
て
は
、
そ

の
遺
跡
の
性
格
の
把
握
を
行
い
、

開
発
行
為
の
際
に
適
切
な
調
整

を
行
え
る
こ
と
が
最
優
先
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
調

査
に
よ
っ
て
村
内
遺
跡
の
様
相

が
次
第
に
明
ら
か
と
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
い
ま
だ
に
初
期
段
階

に
あ
り
今
後
も
調
査
の
積
み
重

ね
が
必
要
で
あ
る
。

　そ
れ
ら
に
は
人
員
と
時
間
を

要
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　将
来
的
に
建
設
が
必
要
と
さ

れ
る
本
村
の
考
古
・
民
俗
・
自
然

を
網
羅
し
た
総
合
博
物
館
の
建

設
に
向
け
て
、
展
示
コ
ン
テ
ン
ツ

の
充
実
の
た
め
の
資
料
収
集
も

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　現
在
、
調
査
に
よ
る
土
器
・
石

器
等
の
考
古
学
的
遺
物
の
収
集

や
、
シ
ヌ
グ
・
豊
年
祭
等
民
俗
行

事
の
映
像
撮
影
に
よ
る
記
録
等

を
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　展
示
物
収
集
作
業
の
多
く
を

占
め
る
寄
贈
・
寄
託
資
料
の
受

け
入
れ
業
務
等
に
つ
い
て
は
、
充

分
に
行
え
て
い
な
い
状
況
で
あ

り
、
そ
の
他
文
化
財
の
観
光
資

源
な
ど
、
求
め
ら
れ
る
業
務
は

多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
段
階
を
踏
ま
え
て
本
村
の

貴
重
な
財
産
で
あ
る
文
化
財
の

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。

与 儀  一 人
議員

答
園
原
實 

教
育
長

答
園
原
實 

教
育
長

答
園
原
實 

教
育
長

「
教
育
行
政
を
問
う
。」 渡 口  直 樹

議員

問
本
村
に
お
け
る
学
校
活

動
は

問
生
涯
学
習
・
社
会
教
育

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
文
化
財
施
策
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
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　地
域
に
埋
も
れ
て
い
る
伝
統

文
化
、
自
然
を
発
信
す
る
上

で
、
大
変
有
効
な
手
段
だ
と
高

く
評
価
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。　限

ら
れ
た
事
業
費
の
中
で
、

こ
れ
か
ら
希
望
さ
れ
る
残
り
の

集
落
や
団
体
へ
、
ど
う
周
知
を

図
り
取
り
組
ん
で
い
く
か
伺
い

ま
す
。

　国
頭
村
地
域
づ
く
り
促
進
助

成
事
業
は
、
過
疎
対
策
事
業
債

の
ソ
フ
ト
対
策
事
業
と
し
て
集

落
の
維
持
及
び
活
性
化
、
そ
の

他
の
住
民
の
安
全
、
安
心
な
暮

ら
し
の
確
保
を
図
る
た
め
、
過

疎
地
域
自
立
促
進
特
別
事
業
と

し
て
、
平
成
23
年
度
か
ら
ソ
フ

ト
事
業
と
し
て
拡
充
さ
れ
ま
し

た
。
ソ
フ
ト
事
業
の
拡
充
に
伴

い
、
地
域
住
民
の
創
意
を
生
か

し
た
自
主
的
、
主
体
的
な
取
り

組
み
を
促
進
す
る
た
め
、
定
住

促
進
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

活
性
化
を
目
的
に
国
頭
村
地
域

づ
く
り
促
進
助
成
事
業
実
施
要

綱
を
策
定
し
ま
し
た
。

　要
綱
に
お
い
て
対
策
事
業

は
、
各
集
落
、
地
域
づ
く
り
団

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
産
業
団
体
が
実

施
す
る
定
住
促
進
事
業
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
性
化
事
業
等

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
23

年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
に

10
の
区
と
１
産
業
団
体
が
本
事

業
を
実
施
し
、
地
域
の
豊
年
祭

等
の
伝
統
文
化
の
継
承
、
人
材

育
成
、
ま
つ
り
等
に
よ
る
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
本
事
業
を
き
っ
か
け

に
辺
土
名
大
通
り
祭
り
や
宜
名

真
フ
ー
ヌ
ィ
ユ
ま
つ
り
は
、
今

年
で
２
回
目
の
開
催
と
な
り
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　今
後
も
引
き
続
き
地
域
等
の

要
望
を
踏
ま
え
、
地
域
が
主
体

的
に
取
り
組
む
事
業
に
つ
い
て

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　年
明
け
の
３
月
に
任
期
満
了

を
迎
え
る
村
長
選
挙
、
多
く
の

村
民
が
候
補
者
の
行
動
に
注
目

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。　時

期
か
ら
し
て
、
村
長
み
ず

か
ら
明
確
に
意
思
を
表
明
す
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、
公
式
表
明

は
い
つ
な
さ
れ
る
か
伺
い
ま

す
。　村

政
を
継
続
し
て
発
展
さ
せ

る
に
は
、
ま
だ
道
半
ば
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
世
界
自
然

遺
産
登
録
に
向
け
村
と
し
て
ど

う
取
り
組
む
か
、
役
場
庁
舎
の

建
て
か
え
、
年
間
40
万
人
が
訪

れ
る
沖
縄
本
島
最
北
端
の
辺
戸

岬
の
整
備
、
佐
手
小
学
校
辺
野

喜
分
校
の
跡
地
の
利
用
、
幼
稚

園
と
保
育
所
を
一
元
化
し
た
施

設
の
整
備
、
企
業
を
誘
致
し
て

ど
う
雇
用
を
創
出
す
る
か
、
東

部
地
区
の
活
性
化
、
そ
れ
に
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
通
信
網
の
整
備

な
ど
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
が
多
く
あ
り
ま

す
。
引
き
続
き
村
政
を
担
当
し

て
、
こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に

全
力
を
傾
注
し
た
い
と
思
い
ま

す
。　来

年
３
月
に
行
わ
れ
る
予
定

の
村
長
選
挙
に
立
候
補
す
る
こ

と
を
正
式
に
表
明
い
た
し
ま

す
。　団

体
等
の
今
後
の
取
り
組
み

周
知
に
つ
い
て
、
団
体
等
か
ら

の
要
望
、
要
請
が
出
な
い
、
少

な
い
要
因
は
、
規
則
、
要
綱
、

あ
る
い
は
基
準
が
厳
し
い
点
な

の
か
。
先
例
の
与
那
区
が
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
は
、
１
回
限

り
で
は
な
く
、
検
証
結
果
に

よ
っ
て
は
あ
っ
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
が
、
将
来
に

向
け
て
継
続
す
る
意
味
か
ら
も

ど
う
か
。

　こ
の
事
業
の
周
知
に
つ
い
て

は
毎
年
11
月
区
長
会
で
周
知
を

し
て
お
り
ま
す
。
各
区
か
ら
要

望
が
あ
れ
ば
大
体
１
カ
月
半
く

ら
い
の
猶
予
を
持
っ
て
出
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　事
業
の
要
綱
に
即
し
た
内
容

な
の
か
判
断
い
た
し
ま
す
。

　毎
年
全
体
で
五
百
万
円
と
枠

が
あ
り
二
団
体
で
上
限
が
二
百

万
円
、
内
容
に
よ
っ
て
は
三
団

体
に
な
る
場
合
も
あ
る
。

　各
区
か
ら
出
さ
れ
る
の
が
少

な
い
の
は
、
や
り
た
い
が
事
務

的
な
も
の
が
負
担
、
苦
に
な
っ

て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。
そ
う

で
あ
れ
ば
少
し
手
伝
い
ま
す
と

伝
え
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度

に
つ
い
て
も
、
今
４
件
の
要
望

が
出
て
き
て
お
り
、
内
容
を
精

査
し
て
決
定
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
与
那
区
が
過
去
に
２
年
継

続
で
そ
れ
を
受
託
し
て
お
り
ま

す
が
、
１
回
目
の
と
こ
ろ
を
ま

ず
優
先
し
て
事
業
内
容
に
よ
っ

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

山 城  正 和
議員

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

問
地
域
づ
く
り
促
進
助
成

事
業
の
活
用
に
つ
い
て

　北
部
訓
練
場
の
国
立
公
園
指

定
と
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目

指
し
て
、
過
半
の
無
条
件
返
還

の
実
現
を
求
め
る
要
請
を
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
村
長
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

　日
米
両
政
府
は
、
北
部
訓
練

場
の
迅
速
な
返
還
を
促
進
す
る

た
め
に
必
要
な
二
国
間
で
合
意

さ
れ
た
条
件
を
満
た
す
と
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
再
確
認
し

た
。
と
日
米
共
同
報
道
発
表
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
で
き
る
だ

け
早
期
の
返
還
実
現
に
向
け

て
、
沖
縄
防
衛
局
等
関
係
機
関

と
調
整
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

①
福
祉
施
設
事
業
計
画
の
内
容

及
び
雇
用
効
果
、
総
事
業
費
の

概
算
額
と
財
源
内
訳
等
の
検
討

状
況
は
。

②
平
成
28
年
度
以
降
の
跡
地
利

用
計
画
推
進
の
全
体
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
福
祉
施
設
事
業
者

選
定
や
運
営
面
及
び
関
係
機
関

と
の
連
携
と
調
整
は
。

③
平
成
28
年
度
の
優
先
事
業
と

位
置
づ
け
て
、
全
庁
を
あ
げ
て

福
祉
施
設
事
業
計
画
の
早
期
推

進
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い

が
、
そ
の
決
意
を
伺
い
ま
す
。

①
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
認

知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
と

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の

２
つ
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、
介
護
保
険
給
付

費
と
利
用
料
で
事
業
所
が
独
自

で
運
営
し
て
い
く
高
齢
者
福
祉

施
設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　雇
用
は
、
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
施
設
で
は
、
管
理

者
１
人
、
介
護
支
援
専
門
員
１

人
、
介
護
職
員
６
人
の
計
８

人
、
ま
た
、
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
で
は
、
介
護
支
援
専

門
員
１
人
、
看
護
職
員
１
人
、

介
護
職
員
（
常
勤
６
人
、
非
常

勤
４
人
）
の
計
12
人
の
雇
用
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
総
事
業

費
は
一
億
七
千
八
百
五
十
二
万

二
千
円
で
財
源
内
訳
は
、
介
護

基
盤
緊
急
整
備
特
別
対
策
事
業

費
補
助
金
六
千
八
百
万
円
、
こ

れ
は
定
額
で
あ
り
ま
す
。
一
般

財
源
一
億
一
千
五
十
二
万
二
千

円
、
過
疎
対
策
事
業
債
等
を
予

定
し
て
お
り
、
現
在
、
他
の
補

助
事
業
等
の
導
入
も
含
め
て
検

討
中
で
あ
り
ま
す
。

②
現
在
あ
る
補
助
事
業
は
、
定

額
補
助
に
対
し
、
一
般
財
源
の

占
め
る
割
合
が
大
き
く
予
算
の

確
保
が
厳
し
い
た
め
、
平
成
28

年
度
以
降
の
事
業
執
行
に
つ
い

て
も
財
源
確
保
が
困
難
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
沖
縄

県
介
護
保
険
広
域
連
合
を
通
し

て
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
・
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
の
公
募
を
行
い
、
事
業
者

が
独
自
で
施
設
を
整
備
す
る
計

画
等
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
年
々
厳
し
く
な
る
本
村
の
財

政
状
況
の
中
、
全
体
的
な
予
算

を
確
認
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　本
件
は
平
成
26
年
12
月
の
定

例
会
で
質
問
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
の
取
り
組
み
と
し
て
事
業

メ
ニ
ュ
ー
や
建
築
の
時
期
等
に

つ
い
て
ど
う
い
っ
た
検
討
が
な

さ
れ
た
か
。
な
お
、
鏡
地
区
で

は
新
し
い
鏡
地
区
公
民
館
建
設

場
所
は
、
現
在
の
鏡
地
区
運
動

場
の
敷
地
内
と
し
、
建
設
準
備

委
員
会
の
設
置
を
、
平
成
27
年

７
月
21
日
の
鏡
地
区
部
落
常
会

で
正
式
に
決
定
を
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
鏡
地
区
か
ら

要
請
等
の
趣
旨
を
区
民
の
総
意

と
し
て
重
く
受
け
止
め
て
、
鏡

地
区
公
民
館
の
早
期
新
築
計
画

を
推
進
す
る
た
め
に
、
平
成
28

年
度
予
算
に
調
査
費
計
上
が
で

き
な
い
か
。

　去
る
、
平
成
26
年
度
12
月
定

例
議
会
一
般
質
問
に
お
い
て
、

現
公
民
館
に
お
け
る
耐
用
年

数
・
耐
力
度
等
に
つ
い
て
答
弁

い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

新
た
な
場
所
へ
建
設
す
る
こ
と

の
要
請
に
つ
い
て
は
承
知
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　現
在
、
新
た
な
場
所
へ
建
設

を
行
っ
た
場
合
の
既
設
公
民
館

に
つ
い
て
の
有
効
利
用
等
に
つ

い
て
調
整
を
行
い
、
建
設
に
向

け
て
検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ

り
ま
す
。

他
に
左
記
の
質
問
が
出
さ
れ

た
。

○
や
ん
ば
る
国
立
公
園
（
仮

称
）
指
定
と
世
界
自
然
遺
産
登

録
へ
の
対
応
に
つ
い
て

○
や
ん
ば
る
国
立
公
園
（
仮

称
）
の
第
１
種
特
別
地
域
で
の

択
伐
率
10
％
制
限
に
つ
い
て

○
辺
野
喜
１
号
林
道
の
災
害
復

旧
に
つ
い
て

○
職
員
の
住
居
手
当
の
不
正
受

給
に
関
連
し
て
名
護
署
が
捜
査

を
し
、
那
覇
地
検
へ
事
件
送
致

さ
れ
た
顛
末
に
つ
い
て

○
謝
敷
海
岸
の
緊
急
保
全
対
策

の
措
置
要
請
に
つ
い
て

○
辺
戸
蔡
温
松
並
木
保
全
公
園

と
安
波
ヒ
ラ
バ
ン
タ
公
園
の
管

理
に
つ
い
て

「議会だよりに掲載されて
いる一般質問の内容は、各
自の質問・会議録（録音テー
プ）に基づいて各議員がま
とめ、議会広報委員が会議
録で確認したものを掲載し
ています。」

一般質問の内容は

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

問
北
部
訓
練
場
の
過
半
の

無
条
件
返
還
の
実
現
を

求
め
る
要
請
に
つ
い
て

大 城  武
議員

問
国
頭
村
長
選
挙
へ
の
立

候
補
表
明
に
つ
い
て

答
知
花
靖

企
画
商
工
観
光
課
長

【
再
質
問
】

問
辺
野
喜
分
校
跡
地
利
用

の
早
期
推
進
に
つ
い
て

問
鏡
地
区
公
民
館
の
早
期

新
築
計
画
推
進
に
つ
い
て
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　地
域
に
埋
も
れ
て
い
る
伝
統

文
化
、
自
然
を
発
信
す
る
上

で
、
大
変
有
効
な
手
段
だ
と
高

く
評
価
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。　限

ら
れ
た
事
業
費
の
中
で
、

こ
れ
か
ら
希
望
さ
れ
る
残
り
の

集
落
や
団
体
へ
、
ど
う
周
知
を

図
り
取
り
組
ん
で
い
く
か
伺
い

ま
す
。

　国
頭
村
地
域
づ
く
り
促
進
助

成
事
業
は
、
過
疎
対
策
事
業
債

の
ソ
フ
ト
対
策
事
業
と
し
て
集

落
の
維
持
及
び
活
性
化
、
そ
の

他
の
住
民
の
安
全
、
安
心
な
暮

ら
し
の
確
保
を
図
る
た
め
、
過

疎
地
域
自
立
促
進
特
別
事
業
と

し
て
、
平
成
23
年
度
か
ら
ソ
フ

ト
事
業
と
し
て
拡
充
さ
れ
ま
し

た
。
ソ
フ
ト
事
業
の
拡
充
に
伴

い
、
地
域
住
民
の
創
意
を
生
か

し
た
自
主
的
、
主
体
的
な
取
り

組
み
を
促
進
す
る
た
め
、
定
住

促
進
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

活
性
化
を
目
的
に
国
頭
村
地
域

づ
く
り
促
進
助
成
事
業
実
施
要

綱
を
策
定
し
ま
し
た
。

　要
綱
に
お
い
て
対
策
事
業

は
、
各
集
落
、
地
域
づ
く
り
団

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
産
業
団
体
が
実

施
す
る
定
住
促
進
事
業
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
性
化
事
業
等

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
23

年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
に

10
の
区
と
１
産
業
団
体
が
本
事

業
を
実
施
し
、
地
域
の
豊
年
祭

等
の
伝
統
文
化
の
継
承
、
人
材

育
成
、
ま
つ
り
等
に
よ
る
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
本
事
業
を
き
っ
か
け

に
辺
土
名
大
通
り
祭
り
や
宜
名

真
フ
ー
ヌ
ィ
ユ
ま
つ
り
は
、
今

年
で
２
回
目
の
開
催
と
な
り
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　今
後
も
引
き
続
き
地
域
等
の

要
望
を
踏
ま
え
、
地
域
が
主
体

的
に
取
り
組
む
事
業
に
つ
い
て

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　年
明
け
の
３
月
に
任
期
満
了

を
迎
え
る
村
長
選
挙
、
多
く
の

村
民
が
候
補
者
の
行
動
に
注
目

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。　時

期
か
ら
し
て
、
村
長
み
ず

か
ら
明
確
に
意
思
を
表
明
す
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、
公
式
表
明

は
い
つ
な
さ
れ
る
か
伺
い
ま

す
。　村

政
を
継
続
し
て
発
展
さ
せ

る
に
は
、
ま
だ
道
半
ば
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
世
界
自
然

遺
産
登
録
に
向
け
村
と
し
て
ど

う
取
り
組
む
か
、
役
場
庁
舎
の

建
て
か
え
、
年
間
40
万
人
が
訪

れ
る
沖
縄
本
島
最
北
端
の
辺
戸

岬
の
整
備
、
佐
手
小
学
校
辺
野

喜
分
校
の
跡
地
の
利
用
、
幼
稚

園
と
保
育
所
を
一
元
化
し
た
施

設
の
整
備
、
企
業
を
誘
致
し
て

ど
う
雇
用
を
創
出
す
る
か
、
東

部
地
区
の
活
性
化
、
そ
れ
に
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
通
信
網
の
整
備

な
ど
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
が
多
く
あ
り
ま

す
。
引
き
続
き
村
政
を
担
当
し

て
、
こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に

全
力
を
傾
注
し
た
い
と
思
い
ま

す
。　来

年
３
月
に
行
わ
れ
る
予
定

の
村
長
選
挙
に
立
候
補
す
る
こ

と
を
正
式
に
表
明
い
た
し
ま

す
。　団

体
等
の
今
後
の
取
り
組
み

周
知
に
つ
い
て
、
団
体
等
か
ら

の
要
望
、
要
請
が
出
な
い
、
少

な
い
要
因
は
、
規
則
、
要
綱
、

あ
る
い
は
基
準
が
厳
し
い
点
な

の
か
。
先
例
の
与
那
区
が
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
は
、
１
回
限

り
で
は
な
く
、
検
証
結
果
に

よ
っ
て
は
あ
っ
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
が
、
将
来
に

向
け
て
継
続
す
る
意
味
か
ら
も

ど
う
か
。

　こ
の
事
業
の
周
知
に
つ
い
て

は
毎
年
11
月
区
長
会
で
周
知
を

し
て
お
り
ま
す
。
各
区
か
ら
要

望
が
あ
れ
ば
大
体
１
カ
月
半
く

ら
い
の
猶
予
を
持
っ
て
出
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　事
業
の
要
綱
に
即
し
た
内
容

な
の
か
判
断
い
た
し
ま
す
。

　毎
年
全
体
で
五
百
万
円
と
枠

が
あ
り
二
団
体
で
上
限
が
二
百

万
円
、
内
容
に
よ
っ
て
は
三
団

体
に
な
る
場
合
も
あ
る
。

　各
区
か
ら
出
さ
れ
る
の
が
少

な
い
の
は
、
や
り
た
い
が
事
務

的
な
も
の
が
負
担
、
苦
に
な
っ

て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。
そ
う

で
あ
れ
ば
少
し
手
伝
い
ま
す
と

伝
え
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度

に
つ
い
て
も
、
今
４
件
の
要
望

が
出
て
き
て
お
り
、
内
容
を
精

査
し
て
決
定
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
与
那
区
が
過
去
に
２
年
継

続
で
そ
れ
を
受
託
し
て
お
り
ま

す
が
、
１
回
目
の
と
こ
ろ
を
ま

ず
優
先
し
て
事
業
内
容
に
よ
っ

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

山 城  正 和
議員

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

問
地
域
づ
く
り
促
進
助
成

事
業
の
活
用
に
つ
い
て

　北
部
訓
練
場
の
国
立
公
園
指

定
と
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目

指
し
て
、
過
半
の
無
条
件
返
還

の
実
現
を
求
め
る
要
請
を
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
村
長
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

　日
米
両
政
府
は
、
北
部
訓
練

場
の
迅
速
な
返
還
を
促
進
す
る

た
め
に
必
要
な
二
国
間
で
合
意

さ
れ
た
条
件
を
満
た
す
と
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
再
確
認
し

た
。
と
日
米
共
同
報
道
発
表
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
で
き
る
だ

け
早
期
の
返
還
実
現
に
向
け

て
、
沖
縄
防
衛
局
等
関
係
機
関

と
調
整
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

①
福
祉
施
設
事
業
計
画
の
内
容

及
び
雇
用
効
果
、
総
事
業
費
の

概
算
額
と
財
源
内
訳
等
の
検
討

状
況
は
。

②
平
成
28
年
度
以
降
の
跡
地
利

用
計
画
推
進
の
全
体
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
福
祉
施
設
事
業
者

選
定
や
運
営
面
及
び
関
係
機
関

と
の
連
携
と
調
整
は
。

③
平
成
28
年
度
の
優
先
事
業
と

位
置
づ
け
て
、
全
庁
を
あ
げ
て

福
祉
施
設
事
業
計
画
の
早
期
推

進
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い

が
、
そ
の
決
意
を
伺
い
ま
す
。

①
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
認

知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
と

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の

２
つ
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、
介
護
保
険
給
付

費
と
利
用
料
で
事
業
所
が
独
自

で
運
営
し
て
い
く
高
齢
者
福
祉

施
設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　雇
用
は
、
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
施
設
で
は
、
管
理

者
１
人
、
介
護
支
援
専
門
員
１

人
、
介
護
職
員
６
人
の
計
８

人
、
ま
た
、
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
で
は
、
介
護
支
援
専

門
員
１
人
、
看
護
職
員
１
人
、

介
護
職
員
（
常
勤
６
人
、
非
常

勤
４
人
）
の
計
12
人
の
雇
用
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
総
事
業

費
は
一
億
七
千
八
百
五
十
二
万

二
千
円
で
財
源
内
訳
は
、
介
護

基
盤
緊
急
整
備
特
別
対
策
事
業

費
補
助
金
六
千
八
百
万
円
、
こ

れ
は
定
額
で
あ
り
ま
す
。
一
般

財
源
一
億
一
千
五
十
二
万
二
千

円
、
過
疎
対
策
事
業
債
等
を
予

定
し
て
お
り
、
現
在
、
他
の
補

助
事
業
等
の
導
入
も
含
め
て
検

討
中
で
あ
り
ま
す
。

②
現
在
あ
る
補
助
事
業
は
、
定

額
補
助
に
対
し
、
一
般
財
源
の

占
め
る
割
合
が
大
き
く
予
算
の

確
保
が
厳
し
い
た
め
、
平
成
28

年
度
以
降
の
事
業
執
行
に
つ
い

て
も
財
源
確
保
が
困
難
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
沖
縄

県
介
護
保
険
広
域
連
合
を
通
し

て
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
・
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
の
公
募
を
行
い
、
事
業
者

が
独
自
で
施
設
を
整
備
す
る
計

画
等
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
年
々
厳
し
く
な
る
本
村
の
財

政
状
況
の
中
、
全
体
的
な
予
算

を
確
認
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　本
件
は
平
成
26
年
12
月
の
定

例
会
で
質
問
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
の
取
り
組
み
と
し
て
事
業

メ
ニ
ュ
ー
や
建
築
の
時
期
等
に

つ
い
て
ど
う
い
っ
た
検
討
が
な

さ
れ
た
か
。
な
お
、
鏡
地
区
で

は
新
し
い
鏡
地
区
公
民
館
建
設

場
所
は
、
現
在
の
鏡
地
区
運
動

場
の
敷
地
内
と
し
、
建
設
準
備

委
員
会
の
設
置
を
、
平
成
27
年

７
月
21
日
の
鏡
地
区
部
落
常
会

で
正
式
に
決
定
を
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
鏡
地
区
か
ら

要
請
等
の
趣
旨
を
区
民
の
総
意

と
し
て
重
く
受
け
止
め
て
、
鏡

地
区
公
民
館
の
早
期
新
築
計
画

を
推
進
す
る
た
め
に
、
平
成
28

年
度
予
算
に
調
査
費
計
上
が
で

き
な
い
か
。

　去
る
、
平
成
26
年
度
12
月
定

例
議
会
一
般
質
問
に
お
い
て
、

現
公
民
館
に
お
け
る
耐
用
年

数
・
耐
力
度
等
に
つ
い
て
答
弁

い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

新
た
な
場
所
へ
建
設
す
る
こ
と

の
要
請
に
つ
い
て
は
承
知
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　現
在
、
新
た
な
場
所
へ
建
設

を
行
っ
た
場
合
の
既
設
公
民
館

に
つ
い
て
の
有
効
利
用
等
に
つ

い
て
調
整
を
行
い
、
建
設
に
向

け
て
検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ

り
ま
す
。

他
に
左
記
の
質
問
が
出
さ
れ

た
。

○
や
ん
ば
る
国
立
公
園
（
仮

称
）
指
定
と
世
界
自
然
遺
産
登

録
へ
の
対
応
に
つ
い
て

○
や
ん
ば
る
国
立
公
園
（
仮

称
）
の
第
１
種
特
別
地
域
で
の

択
伐
率
10
％
制
限
に
つ
い
て

○
辺
野
喜
１
号
林
道
の
災
害
復

旧
に
つ
い
て

○
職
員
の
住
居
手
当
の
不
正
受

給
に
関
連
し
て
名
護
署
が
捜
査

を
し
、
那
覇
地
検
へ
事
件
送
致

さ
れ
た
顛
末
に
つ
い
て

○
謝
敷
海
岸
の
緊
急
保
全
対
策

の
措
置
要
請
に
つ
い
て

○
辺
戸
蔡
温
松
並
木
保
全
公
園

と
安
波
ヒ
ラ
バ
ン
タ
公
園
の
管

理
に
つ
い
て

「議会だよりに掲載されて
いる一般質問の内容は、各
自の質問・会議録（録音テー
プ）に基づいて各議員がま
とめ、議会広報委員が会議
録で確認したものを掲載し
ています。」

一般質問の内容は

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

問
北
部
訓
練
場
の
過
半
の

無
条
件
返
還
の
実
現
を

求
め
る
要
請
に
つ
い
て

大 城  武
議員

問
国
頭
村
長
選
挙
へ
の
立

候
補
表
明
に
つ
い
て

答
知
花
靖

企
画
商
工
観
光
課
長

【
再
質
問
】

問
辺
野
喜
分
校
跡
地
利
用

の
早
期
推
進
に
つ
い
て

問
鏡
地
区
公
民
館
の
早
期

新
築
計
画
推
進
に
つ
い
て



議会だより第１００号発行について

　国頭村議会では、議会広報調査特別委員会を設置し、平成３年（１９９１）年５月１５日から議会広報紙
「議会だより」を発行している。定例会ごとに年４回、平成２８年３月１０日現在１００号を数える。この間、
Ｂ５判だったものが行政文書仕様の変更にともない、平成１１年７月６日発行分からＡ４判にかわった。
　「議会だより」は、議会の諸活動、諸議案、議員の一般質問などをわかりやすく、村民に知らせるため
に、オールカラー１２頁、２５００部発行している。
「議会だより」の内容が評価され、沖縄県町村議会議長会から奨励賞、平成１８年に写真部門賞の表彰を
受けている。（議会百年のあゆみから抜粋）
※議会広報委員会は、平成２７年４月１日に議会広報調査特別委員会から常任委員会へ変わりました。

　村議会だよりが第１００号の発行を迎えるにあたり、これまで編集発行に関わってこられた多くの
方々に対し、議会を代表し心より御礼を申し上げます。
　下記の「議会百年のあゆみ」抜粋にもありますが、国頭村議会の活動状況等を多くの村民に知ら
せることを目的に、平成３年（１９９１年）５月の第１号を発刊以来、２５年の歳月を経て今回、節目と
なる第１００号の発行となりました。
　当初、表紙写真については、辺土名在住の写真家久高将和氏に鳥シリーズ等（１６～３０号）での
協力をいただいたり、こどもシリーズ（９６～９８号）においては、村内保育所や幼稚園から写真を提
供していただきました。
　また、表紙の題字「議会だより」（８５号～）については、辺土名習字教室の小橋川好恵氏を皮切
りに村内小・中学校を輪番制で書いていただいており、各学校関係者のご理解とご協力のおかげ
で続けることができております。重ねて感謝申し上げます。
　国頭村議会では、これからも議会の審議結果や一般質問等をよりわかりやすく、村民への周知に
取り組んで行きたいと思います。どうかこれからも議会活動及び議会広報委員会による議会広報誌
『国頭村議会だより』発行業務に対し、関係者各位のご理解ご協力をお願い申し上げます。

国頭村議会議長　金　城　利　光

平成28年3月10日◇国頭村議会だより【第100号】 10平成28年3月10日 ◇国頭村議会だより【第100号】11

沖縄県町村議会議員職員研修会

１２月
２日
６日
７日
８日

北部市町村議会議長会総会
辺土名高等学校７０周年記念式典・祝賀会
一般質問通告締め切り
議会運営委員会

11日
15日
25日

第７回定例議会（至１８日）
例月出納検査
北部広域市町村圏事務組合議会
三村正副議長・局長会議

1月
5日
６日
12日
13日

村成人式典・新春年始会
消防出初式
例月出納検査
ＪＡおきなわ北部地区新春のつどい

19日

21日
26日

第１回臨時会
北部振興シンポジウム
国・県出先機関の長及び関係団体等の新年会
町村議会広報研修会
文教経済委員会・広報委員会

2月
9日
12日
13日
15日

北部市町村議会事務局職員研修会
広報委員会
村産業まつりオープニングセレモニー
北部振興会総会
沖縄県議会議員及び市町村議会議員交流会
例月出納検査

16日

18日

26日

第２回臨時会
町村議会議長会定期総会
町村議会議員・職員研修会
町村議会女性議員交流会
市町村総合事務組合議会定例会

議 会 活 動（平成27年12月～平成28年２月）

沖縄県町村議会女性議員交流会（今年で 3回目を迎える） 村産業まつりオープニングセレモニーであいさつする金城議長

「議会だより」のあゆみ

これまでに発行された議会だよりを前に
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りに村内小・中学校を輪番制で書いていただいており、各学校関係者のご理解とご協力のおかげ
で続けることができております。重ねて感謝申し上げます。
　国頭村議会では、これからも議会の審議結果や一般質問等をよりわかりやすく、村民への周知に
取り組んで行きたいと思います。どうかこれからも議会活動及び議会広報委員会による議会広報誌
『国頭村議会だより』発行業務に対し、関係者各位のご理解ご協力をお願い申し上げます。

国頭村議会議長　金　城　利　光
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沖縄県町村議会議員職員研修会

１２月
２日
６日
７日
８日

北部市町村議会議長会総会
辺土名高等学校７０周年記念式典・祝賀会
一般質問通告締め切り
議会運営委員会

11日
15日
25日

第７回定例議会（至１８日）
例月出納検査
北部広域市町村圏事務組合議会
三村正副議長・局長会議

1月
5日
６日
12日
13日

村成人式典・新春年始会
消防出初式
例月出納検査
ＪＡおきなわ北部地区新春のつどい

19日

21日
26日

第１回臨時会
北部振興シンポジウム
国・県出先機関の長及び関係団体等の新年会
町村議会広報研修会
文教経済委員会・広報委員会

2月
9日
12日
13日
15日

北部市町村議会事務局職員研修会
広報委員会
村産業まつりオープニングセレモニー
北部振興会総会
沖縄県議会議員及び市町村議会議員交流会
例月出納検査

16日

18日

26日

第２回臨時会
町村議会議長会定期総会
町村議会議員・職員研修会
町村議会女性議員交流会
市町村総合事務組合議会定例会

議 会 活 動（平成27年12月～平成28年２月）

沖縄県町村議会女性議員交流会（今年で 3回目を迎える） 村産業まつりオープニングセレモニーであいさつする金城議長

「議会だより」のあゆみ

これまでに発行された議会だよりを前に
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　平成３年５月に国頭村議会だよりを発行し、今回で節目となる第１００号を発行する
ことができました。議会の諸活動、諸議案、議員の一般質問、村行政の予算執行状況等
が記載されています。これまで多くの議会広報委員・職員や村民が係わった大切な議会
広報誌です。議会だよりは、村内各世帯・村の主な事業所・北部１１市町村議会・お隣

り鹿児島県与論町議会へも送付されています。
　村民が読みやすく、わかりやすい、広く親しんでいただける
よう広報誌作りに益々努力して参ります。

広報委員長　宮城　誠

あ と が き
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　村議会は3月、6月、9月、12月と年4回の定例議会が開催されます。村民多くの
方がご来場いただき、傍聴くださいますようお知らせします。

議会傍聴へのおさそい

２
月
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に
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光
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